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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着者の女性器に接触させて装着される、骨盤臓器脱を治療又は予防するための器具に
おいて、
　前記女性器に向かう部材と、
　前記部材を装着者の女性器に密着させるように保持する保持部材と、を備え、
　前記部材は、柔軟部材で構成されたことを特徴とする骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項２】
　前記部材は、形状保持機能を有する形状記憶素材で形成されたことを特徴とする請求項
１に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項３】
　前記部材は、半球状、球状、半楕円球状、楕円球状、卵状のうちのいずれかの形状であ
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項４】
　前記部材は、前記女性器に向かう押圧力を有する凸状部材であることを特徴とする請求
項１～３の何れか一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項５】
　前記凸状部材の凸状部の中は、同質材料で埋められたもの、くり抜いてあるもの、空洞
であるもの、のうちいずれかであることを特徴とする請求項４に記載の骨盤臓器脱防止及
び治療器具。
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【請求項６】
　前記部材は、前記女性器から脱出する骨盤臓器を受け止める凹状部材であることを特徴
とする請求項１～３の何れか一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項７】
　前記部材を支持する支持部材をさらに備える請求項１～６の何れか一項に記載の骨盤臓
器脱防止及び治療器具。
【請求項８】
　前記部材を支持する支持部材と、
　該部材の前記女性器又は当該女性器から脱出する骨盤臓器と接触する表面を覆う接着ま
たは装着交換可能な被覆シートと、をさらに有する請求項１～６の何れか一項に記載の骨
盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項９】
　前記被覆シートは、ゲル、繊維、消臭繊維のうちのいずれかで構成されていること
を特徴とする請求項８に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１０】
　前記支持部材は、前記部材と同質材料または異質材料で一体に構成されていることを特
徴とする請求項７～９の何れか一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１１】
　前記支持部材は、前記部材の形状を維持する硬さの素材で構成されていることを特徴と
する請求項７～１０の何れか一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１２】
　前記支持部材の表面は、前記被覆シートで覆われていることを特徴とする請求項７～１
１の何れか一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１３】
　前記保持部材は、前記女性器に前記部材を取り付ける位置の調整が可能でかつ着脱自在
に取り付けられる取り付け部と、前記取付け部に空けられた穴とを有し、
　前記支持部材の両端は、前記保持部材の穴に入れられていることを特徴とする請求項７
～１２の何れか一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１４】
　前記保持部材は、前記女性器に前記部材を取り付ける位置の調整が可能でかつ着脱自在
に取り付けられる取り付け部と、
　前記取り付け部と接続され、骨盤臓器脱出者の腰骨上に係止して腰部上方外周に
巻回する長さ調整自在かつ簡易緩締可能な腰ベルトと、
　該腰ベルトに接続され、前記部材を骨盤臓器脱出部位に押し上げて保持する長さ調整自
在に構成された押し上げ保持ベルトと、を備えたことを特徴とする請求項１～１２の何れ
か一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１５】
　前記押し上げ保持ベルトは、前記腰ベルトの正面部に間隔をあけて２箇所から延出する
と共に、前記取り付け部の正面部にあけられた孔及び取り付け部の背面部に開けられた孔
を通過し前記腰ベルトの背面部に間隔をあけて２箇所に接続されてなることを特徴とする
請求項１４に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１６】
　前記取り付け部は、前記押し上げ保持ベルトに対して位置が調整自在であることを特徴
とする請求項１４又は１５に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【請求項１７】
　前記取り付け部は、下着の底にもう一枚布を当て、一方向から開口部を設けて袋を作り
、前記部材をその袋に納めて固定する構成であることを特徴とする請求項１３～１６の何
れか一項に記載の骨盤臓器脱防止及び治療器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、骨盤臓器脱防止及び治療装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　骨盤臓器脱とは、子宮・膀胱・尿道・小腸・直腸などの骨盤内にある臓器が、膣内に落
ち込み膣壁と一緒に女性器より外部へ脱出してしまう病気である。
　脱出した臓器により、「子宮脱」、「膀胱瘤」、「尿道瘤」、「小腸瘤」、「直腸瘤」
と呼称される。また複数の臓器が飛び出すこともあり、「骨盤臓器脱（性器脱）」と総称
されている。
【０００３】
　骨盤臓器脱は、一般的に生命に関わることはないとされている。
　しかし、骨盤内の臓器が女性器より外部へ脱出してしまうことにより、粘膜が空気に晒
され乾燥し、擦れて出血し歩行が困難になったりする。また、膀胱が脱出することにより
、尿道へ影響を及ぼし、尿失禁あるいは排尿困難などの症状を引き起こす。更に直腸が脱
出した場合には、排便困難などの症状を引き起こすこともある。前述のように骨盤臓器脱
は、日常生活が著しく阻害される病気、いわゆるＱＯＬ（Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｏｆ　Ｌｉｆ
ｅ）疾患であり、更年期以降の女性に多く見られると言われている。そして、海外では、
５０歳以上の女性の半数に見られる症状とも言われている。
【０００４】
　この病気の原因は、骨盤内の臓器（子宮・膀胱・尿道・小腸・直腸）を支えている骨盤
底筋群の緩みや損傷により引き起こされるものである。最大の原因は出産にあるといわれ
ている。その他慢性的に腹圧をかける状況も大きな原因とされている。具体的には、喘息
、花粉症、職業上の立ち仕事、農業、庭仕事、ある種のスポーツ、便秘、肥満などである
。
【０００５】
　骨盤臓器脱の重症分類は、膣内への落込みや女性器から外部への脱出度合いにより１度
から４度までに分類される。軽症なものは膣の中だけでの下垂で１度、膣の出口まで達す
ると２度、そして膣から外へ出てくるようになると３度、全て脱出すると４度となる。
【０００６】
　骨盤臓器脱の治療は、現在は次の２つの治療法がある。すなわち（１）手術による根治
治療（２）リングペッサリーによる治療である。（１）の手術には、膣式手術：前膣壁形
成術、膣式子宮全摘手術、後膣壁形成術、Ｍａｎｃｈｅｓｔｅｒ手術、膣上端・仙棘靱帯
固定術、Ｉｎｍｏｎ法（腸骨尾骨筋膜固定術）、ＭｃＣａｌｌ法（仙骨子宮靱帯固定術）
・軽腹式手術：腹式仙骨膣固定術・腹腔鏡下手術：仙骨固定術・膣閉鎖術：Ｌｅ　Ｆｏｒ
ｔ手術などの術式があるが、近年最も有効とされている術式にＴＶＭ術式というものがあ
る。これはガイネメッシュを用いた手術のため、これまでの術式と比べ再発率が低いとさ
れている。
（２）のリングペッサリーは、ドーナツ状の輪を膣の中に入れることにより、膣を引上げ
周辺臓器が落ちてくるのを防ぐ。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述の手術を希望する患者の中には、これから出産を希望している、あるいは持病のた
め手術を受けられないケースが多々ある。
【０００８】
　リングペッサリーによる治療は、異物を長期間膣内に入れるため、感染を併発し「おり
もの」が増加し、異臭に悩まされている。また粘膜が傷つき、出血し、さらに当然異物が
入っているため、性交障害となる。また膣の形状、大きさなどからリング自体が適応でな
いケースも多い。また女性の多くがボディーラインを美しく見せようと使用しているコル
セットは、腹圧をかけるため骨盤臓器脱を増進する。
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　本発明はこのような課題に対してなされたものであり、出てきている、もしくは出てこ
ようとしている骨盤臓器を押し上げることによって、骨盤臓器脱防止及び治療することが
可能な技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記の
とおりである。
【００１０】
　（１）装着者の骨盤臓器脱出部位に向かう押圧力を有する凸状押し上げ部材と、該凸状
押し上げ部材の表面を前記装着者の骨盤臓器脱出部位に密着させる凸状押し上げ部材保持
手段を備えたことを特徴とする骨盤臓器脱防止及び治療装置である。
【００１１】
　（２）装着者の骨盤臓器脱出部位に向かう押圧力を有する柔軟部材で構成された凸状押
し上げ部材と、該押し上げ部材を前記装着者の骨盤臓器脱出部位に密着させる凸状押し上
げ部材保持手段を備えたことを特徴とする骨盤臓器脱防止及び治療装置である。
【００１２】
　（３）装着者の骨盤臓器脱出部位に向かう押圧力を有する柔軟部材で構成された凸状押
し上げ部材と、前記凸状押し上げ部材を支持する支持部材と、該凸状押し上げ部材の骨盤
臓器と接触する表面を覆う交換可能な被覆シートと、該凸状押し上げ部材の被覆シートの
表面を前記装着者の骨盤臓器脱出部位に密着させる凸状押し上げ部材保持手段を備えたこ
とを特徴とする骨盤臓器脱防止及び治療装置である。
【００１３】
　（４）前記（１）乃至（３）の骨盤臓器脱治療及び予防装置において、前記凸状押し上
げ部材は、その凸状部の中が全部同質材料または異質材料で埋められたもの、くり抜いて
あるもの、空洞であるもの、のうちいずれか１つであることを特徴とする。
【００１４】
　（５）前記（３）または（４）の骨盤臓器脱防止及び治療装置において、前記凸状押し
上げ部材の凸状部支持部材は、該凸状部と同質材料または異質材料で一体または接着で構
成されていることを特徴とする。
【００１５】
　（６）前記（５）の骨盤臓器脱防止及び治療装置において、前記凸状押し上げ部材の凸
状部支持部材は、該凸状部の形状を維持する硬さの素材で構成されていることを特徴とす
る。
【００１６】
　（７）前記（５）または（６）の骨盤臓器脱防止及び治療装置において、前記凸状押し
上げ部材の凸状支持部材の表面は、前記被覆シートで覆われていることを特徴とする。
【００１７】
　（８）前記（１）乃至（７）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置におい
て、前記凸状押し上げ部材の凸状部の形状は、半球状、球状、半楕円球状、楕円球状、卵
状のうちいずれか１つであることを特徴とする。
【００１８】
　（９）前記（３）乃至（８）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置におい
て、前記被覆シートは、ゲル、繊維、消臭繊維のいずれか１つで構成されていることを特
徴とする。
【００１９】
　（１０）骨盤臓器脱出部位を受け止める凹状部材と、該凹状部材を前記装着者の骨盤臓
器脱出部位に密着させる凹状部材保持手段を備えたことを特徴とする。
【００２０】
　（１１）骨盤臓器脱出部位を受け止めるように柔軟部材で構成された凹状部材と、該凹
状部材を前記装着者の骨盤臓器脱出部位に密着させる凹状部材保持手段を備えたことを特
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徴とする。
【００２１】
　（１２）骨盤臓器脱出部位を受け止めるように柔軟部材で構成された骨盤臓器脱防止及
び治療装置と、前記凹状部材を支持する凹状部支持部材と、該凹状部材の内側表面を覆う
接着または装着交換可能なシートと、該凹部材を前記装着者の骨盤臓器脱出部位に密着さ
せる包み込み部材保持手段を備えたことを特徴とする骨盤臓器脱防止及び治療装置である
。
【００２２】
　（１３）前記（１０）乃至（１２）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置
において、該凹状部支持部材は、該凹状部材と同質材料または異質材料で一体または接着
で構成されていることを特徴とする。
【００２３】
　（１４）前記（１２）または（１３）の骨盤臓器脱防止及び治療装置において、該凹状
部支持部材は、当該凹状部材の形状を維持する硬さの素材で構成されていることを特徴と
する。
【００２４】
　（１５）前記（１０）の骨盤臓器脱防止及び治療装置において、該凹状部材の凸状部支
持部材の表面は、前記被覆シートで覆われていることを特徴とする。
【００２５】
　（１６）前記（１２）乃至（１５）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置
において、前記被覆シートは、ゲル、繊維、消臭繊維のうちいずれか１つで構成されてい
ることを特徴とする。
【００２６】
　（１７）前記（１０）乃至（１６）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置
において、前記凹状部材の凹状部の形状は、半球状、球状、半楕円球状、楕円球状、卵状
うちいずれか１つであることを特徴とする。
【００２７】
　（１８）前記（１）乃至（１７）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置に
おいて、前記凸状押し上げ部材、または前記凹部材は、形状保持機能を有する形状記憶素
材で形成されていることを特徴する。
　そして、前記形状保持機能を有する形状記憶素材は、例えば合成繊維、合成樹脂、合金
等を用いる。
【００２８】
　（１９）前記（１）乃至（１８）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置に
おいて、前記凸状押し上げ部材保持手段、または前記凹状部材保持手段は、前記骨盤臓器
脱出部位に前記凸状押し上げ部材、または前記凹部材を取り付ける位置の調整が可能でか
つ着脱自在に取り付けられる取り付け部と、前記取り付け部と接続され、骨盤臓器脱出者
の腰骨上に係止して腰部上方外周に巻回する長さ調整自在かつ簡易緩締可能な腰ベルト部
と、該腰ベルト部に接続され、前記凸状押し上げ部材、または前記凹部材を骨盤臓器脱出
部位に押し上げて保持する長さ調整自在に構成された押し上げ保持ベルトを備えたことを
特徴とする。
【００２９】
　（２０）前記（１９）の骨盤臓器脱防止及び治療装置において、前記押し上げ保持ベル
トは、前記腰ベルト部の正面部に間隔をあけて２箇所から延出すると共に、前記凸状押し
上げ部材、または前記凹状部材取り付け部の正面にあけられた孔及び取り付け部の背面部
にあけられた孔を通過し、前記腰ベルト部の背面部に間隔をあけて２箇所に接続されてな
ることを特徴とする。
【００３０】
　（２１）前記（１９）または（２０）の骨盤臓器脱防止及び治療装置において、前記凸
状押し上げ部材、または前記凹状部材取り付け部材は、前記押し上げ保持ベルトに対して
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位置が調整自在であることを特徴とする。
【００３１】
　（２２）前記（１）乃至（１８）のうちいずれか１つの骨盤臓器脱防止及び治療装置に
おいて、前記凸状押し上げ部材、または前記凹状部材取り付け部は、下着の底にもう一枚
布を当て、一方向から開口部を設けて袋を作り、前記凸状押し上げ部材、または前記凹状
部材をその袋に納めて固定する構成であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
　本願発明によれば、装着者の出てきた骨盤臓器にストレス（痛み）を与えることなく、
脱出部位に向かう押圧力を有する柔軟部材で構成された凸状押し上げ部材及び凹状部材の
被覆シート面で受けて違和感のないように保持されているので、出てくる骨盤臓器の形状
に合わせて変化したとしても、膣内の密閉された空間のため、絶対の容積を確保し、他の
部分から脱出することはない。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本願発明による一実施例の凸状押し上げ部材の凸部全部を同質材料または異質材
料で埋めてあるもの概略構成を示す図である。
【図２】本願発明による他の実施例の凸状押し上げ部材の凸部内をくり抜いてあるものの
概略構成を示す図である。
【図３】本願発明による他の実施例の凸状押し上げ部材の凸部の内部を空洞にしたものの
概略構成を示す図である。
【図４】本願発明による他の実施例の凸部の機能を持ったクリップタイプの概略構成を示
す平面図及び断面図である。
【図５】図４の実施例の凸部の機能を改良したクリップタイプの概略構成を示す平面図及
び断面図である。
【図６】本願発明による他の実施例の凹状部材の概略構成を示す図である。
【図７】本願発明による他の実施例の骨盤臓器脱出部位に前記凸状押し上げ部材（または
前記凹状部材）の取り付け部の概略構成を示す正面図である。
【図８】図７の後側から見た背面図である。
【図９】図７及び図８における保持ベルト及び取り付け部の構成を前記凸状押し上げ部材
（または前記凹状部材）側から示す図である。
【図１０】図７及び図８における保持ベルト及び取り付け部の構成を前記凸状押し上げ部
材（または前記凹状部材）の反対側から示す図である。
【図１１】本願発明による他の実施例の凸部の機能を持った下着を示す模式図である。
【符号の説明】
【００３４】
１００Ａ…凸部の中を全部同質材料または異質材料で埋められている凸状押し上げ部材
１００Ｂ…凸部の中をくり抜いてある凸状押し上げ部材
１００Ｃ…凸部の中を空洞にした凸状押し上げ部材
１００Ｄ…凹状部材
１…柔軟部材で構成された凸状押し上げ部
２…凸状部支持部材
２Ａ…凸状部の形状を維持する硬さの素材
３…接着または装着交換可能な被覆シート
４…凸状押し上げ部の中をくり抜いた空間部分
５…凸状押し上げ部の空洞部分
６…調整手段
７…腰ベルト
８…調整取り付け部
８Ａ，８Ｂ…腰ベルトの保持ベルト取り付け位置
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９…取り付け部
１０…穴
１１…保持ベルト
１２…Ｄ管
１３…女性の下着
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、本願発明を実施例に基づいて説明する。
【００３６】
　なお、本願発明の実施例において、同一機能を有するものは、同一符号付け、繰り返し
の説明は省略する。
【００３７】
　図１乃至図３は、本願発明による凸状押し上げ部材の一実施例の概略構成を示す図であ
り、図１は全部同質素材で埋めてあるものの概略構成を示す図、図２は内部をくり抜いて
あるものの概略構成を示す図、図３は中を空洞にしたものの概略構成を示す図である。
【００３８】
　前記図１乃至図３の各々の（ａ）は上から見た平面図、（ｂ）は（ａ）図のＸ―Ｘ線で
切った断面図、（ｃ）は（ａ）図のＹ―Ｙ線で切った断面図、（ｄ）は裏から見た平面図
である。
【００３９】
　図１乃至図３において、１００Ａは凸状押し上げ部材の凸部の中を全部同質材料または
異質材料で埋められている凸状押し上げ部材、１００Ｂは凸状押し上げ部の中をくり抜い
てある凸状押し上げ部材、１００Ｃは凸状押し上げ部を空洞にした凸状押し上げ部材であ
る。
【００４０】
　そして、１は装着者の骨盤臓器脱出部位に向かう押圧力を有する柔軟部材で構成された
凸状押し上げ部、２は凸状押し上げ部１を支持する凸状部支持部材、３は前記凸状押し上
げ部材１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃのそれぞれの骨盤臓器と接触する表面を覆う接着も
しくはまたは装着交換可能な被覆シート、４は凸状押し上げ部材１の中をくり抜いた空間
部分、５は凸状押し上げ部の空洞部分である。前記柔軟部材には、例えば、天然繊維、化
学繊維、合成繊維、合成ゴム等を用いる。近年天然ゴムは、皮膚障害の発生または発生の
恐れがあるため、その使用が制限されている。
【００４１】
　本願発明の骨盤臓器脱防止及び治療装置の一実施例は、図１乃至３に示すように、装着
者の骨盤臓器脱出部位に向かう押圧力を有する柔軟部材で凸状押し上げ部材１を構成し、
該凸状押し上げ部１の骨盤臓器と接触する表面を被覆シート３で覆う。該被覆シート３の
表面を前記装着者の骨盤臓器脱出部位に密着させた状態で、前記凸状押し上げ部材１を保
持するように構成されている。
【００４２】
　なお、前記被覆シート３は必ず使用しなければないものではなく、必要に応じて覆えば
よい。
【００４３】
　前記凸状押し上げ部１の凸状部支持部材２は、該凸状押し上げ部１と同質材料または異
質材料で一体または接着で構成されている。また、前記凸状押し上げ部１の凸状部の形状
は、半球形状、球形状、半楕円球形状、楕円球形状、卵形状等が好ましい。その柔軟部材
の素材は、例えば、硬度約１０度乃至４０度の硬さを有するシリコンゴムを用いる。シリ
コンゴムは最適な皮膚当接性が得られると共に、適度な柔軟性及び弾力性が得られ、骨盤
臓器脱出部位の対応箇所において、骨盤臓器脱出部位へ向かい最適な押圧力を有する。
【００４４】
　図４及び図５は、本発明による他の実施例の凸部の機能を持ったクリップタイプの概略
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構成を示す断面図であり、（ａ）は上から見た平面図、（ｂ）は（ａ）のＹ―Ｙ線で切っ
た断面図である。
【００４５】
　図６は、本願発明による実施例３の凹状部材の概略構成を示す図であり、（ａ）は上か
ら見た平面図、（ｂ）は（ａ）図のＸ-Ｘ線で切った断面図、（Ｃ）は（ａ）図のＹ－Ｙ
線で切った断面図である。
【００４６】
　また、足を閉じた時に、横からの圧力でつぶされてしまうと、図４に示すような球状の
凸部の機能を持ったクリップタイプの構成では、凸部のRが保持できずに尖ってしまうた
め、違和感になる。それを防ぐため、前記凸状押し上げ部材の凸状部支持部材２は、図５
の別の斜線で示すように、前記凸状部の形状を維持する硬さの素材２Ａで構成されている
。この素材２Ａとしては、例えば、硬度約４０度乃至８０度の硬さを有するシリコンゴム
を用いる。
【００４７】
　そして、両サイド（前と後）を実線の矢印で示すように手でつまみ、つまんだまま膣内
に挿入し、離すと、点線矢印で示すように外側に広がろうとする力が働いて、当該凸状押
し上げ部１は固定される。このように、凸状部の形状を維持する硬さの素材２Ａで支持す
ることにより、柔軟部材で構成された凸状押し上げ部１が膣内にある時は、外側へ戻そう
とする力でそこに納まるよう固定されるので、膣から脱出するのを防ぐことができる。
【００４８】
　前記被覆シート３は、ゲル、繊維、消臭繊維等で構成され、骨盤臓器と接触する表面を
覆うように凸状押し上げ部材１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃのそれぞれ表面に接着または
交換可能に装着される。
【００４９】
　なお、前記凸状押し上げ部１及び凸状部支持部材２は、消臭効果が得られるような部材
とすることもある。例えば、活性炭、竹炭、木炭などの消臭部材を混入して形成すること
、あるいは内部に中空部を形成し、その中に消臭部材を封入すること等が考えられる。そ
して、前述したように、骨盤臓器の脱出症状に応じて前記凸状押し上げ部材１００Ａ、１
００Ｂ、１００Ｃのうちから最適なものを選択して使用する。
【００５０】
　さらに、前記凸状押し上げ部の中をくり抜いてある凸状押し上げ部材１００Ｂを裏返し
、そのくり抜いた内部の上に、図６に示すように、被覆シート３を貼り付けて凹状部材１
００Ｄとすることもできる。
【００５１】
　すなわち、骨盤臓器脱出部位を受け止めるように柔軟部材で構成された凹状部材１００
Ｄと、前記凹状部材を支持する凹状部支持部材２と、該凹状部材の内側表面を覆う接着ま
たは装着交換可能な被覆シート３と、該凹状部材を前記装着者の骨盤臓器脱出部位に密着
させる包み込み部材保持手段を備えた骨盤臓器脱防止及び治療装置である。
【００５２】
　前記凹状部支持部材２の表面を前記被覆シート３で覆って使用することもできる。
【００５３】
　また、前記凸状押し上げ部材または凹状部材を形状保持機能を有する形状記憶素材、例
えば合成繊維、合成樹脂、合金等で形成する。
　このように前記形状記憶素材で形成された凸状押し上げ部材または凹状部材によれば、
例えば装着者が前述した固定された凸状押し上げ部材または凹状部材では痛み等の違和感
がある場合、装着者が自由自在に凸状押し上げ部材または凹状部材の形状を変えて、痛み
や違和感を解消することができるので、骨盤臓器脱防止及び治療が可能となる。
　次に、前記本実施例の骨盤臓器脱防止及び治療装置における凸状押し上げ部材保持手段
、または前記凹状部材保持手段について説明する。
【００５４】
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　図７は、前記骨盤臓器脱出部位に前記凸状押し上げ部材（または前記凹状部材）が取り
付け位置調整可能でかつ着脱自在に取り付けられる取り付け部の概略構成示す正面図、図
８は図７の後側から見た背面図である。
【００５５】
　本実施例の骨盤臓器脱防止及び治療装置における凸状押し上げ部材保持手段は、図７及
び図８に示すように、骨盤臓器脱出者の下着１３の腰骨上に係止して腰部上方外周に巻回
する長さを調整する調整手段６と簡易緩締可能な腰ベルト７が備えられている。前記調整
手段６としては例えばＤ管等を用いる。
【００５６】
　前記腰ベルト７には、前記凸状押し上げ部材（または前記凹状部材１００Ｄ）１００Ａ
、１００Ｂ、１００Ｃのうちの１つを選択して取り付け部９の調整が可能でかつ着脱自在
に取り付けられる調整取り付け部８が備えられている。該調整取り付け部８は例えばＤ管
等を用いる。
【００５７】
　前記調整取り付け部８は、前記凸状押し上げ部材（または前記凹状部材）１００Ａ、１
００Ｂ、１００Ｃのうちの１つを骨盤臓器脱出部位に押し上げて保持する保持ベルト１１
に接続されている。
【００５８】
　前記押し上げ保持ベルト１１は、前記腰ベルト７の正面部に間隔をあけて２箇所８Ａ、
８Ｂから延出すると共に、前記凸状押し上げ部材（または前記凹状部材）取り付け部９を
通過し、図８に示す腰ベルト７の背面部に接続されている。
【００５９】
　図９及び図１０に示すように、保持ベルト１１は取り付け部９に固定しないで、取り付
け部９に開けられた孔を自由に行き来できる構成にすることにより、取り付け部９は、保
持ベルト１１に対して位置が調整自在となる。
前記凸状押し上げ部材（または前記凹状部材）取り付け部９は、硬めの布、または柔軟性
のある樹脂材が恥骨部分位までの下着の底に設けられている。そうして、もう一枚布を当
て、一方向から開口部を設けて袋を作り、前記凸状押し上げ部材（または前記凹状部材）
１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ等のうち骨盤臓器の状態によって選択しその袋に納めて固
定する。
【００６０】
　また、ボタンホールのような要領で穴１０を作り、前記凸状押し上げ部材１００Ａ、１
００Ｂ、１００Ｃ、包み込み部材１００Ｄ等のうち骨盤臓器の状態によって選択し、選択
された凸状押し上げ部材または凹状部材の両サイドの凸状部支持部材2を入れて固定する
。
 
【００６１】
　さらに、症状が軽い場合には、図１１に示すように、前記凸状押し上げ部材１（または
前記凹状部材）の機能を持った下着を適用することで十分骨盤臓器脱出を防止することが
できる。
【００６２】
　以上の説明からわかるように、本願発明によれば、装着者の出てきた骨盤臓器にストレ
ス（痛み）を与えることなく、脱出部位に向かう押圧力を有する柔軟部材で構成された凸
状押し上げ部材の被覆シート面で受けて違和感のないように保持されているので、出てく
る骨盤臓器の形状に合わせて変化したとしても、膣内の密閉された空間のため、絶対の容
積を確保しているため、他の部分から脱出することはない。
　よって、骨盤臓器脱による諸症状に悩む女性が、日常生活に不便さを感ずることなく、
かつ快適な暮らしができ、しかも臭い問題をクリアして使用できる骨盤臓器脱防止及び治
療装置を提供すことができる。
【産業上の利用可能性】
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【００６３】
　本願発明は、医療機器及び介護用品等の産業に利用できる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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